
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
D

すべて理解できる。
身につけている。

　理解できる。
身につけている。

理解できるが　　　　部
分的に身につけている。

医学用語のみ　　　　理
解できる

ふつう あと少し

理解できるが　　　　部
分的に身につけている。

医学用語のみ理解できる
学習意欲欠け、学習内容
を理解できない。

理解できるが　　　　部
分的に身につけている。

医学用語のみ　　　　理
解できる

学習意欲欠け、学習内容
を理解できない。

優れている よい

到達目標
A

すべて理解できる。
身につけている。

　理解できる。
身につけている。

すべて理解できる。
身につけている。

　理解できる。
身につけている。

到達目標
B

到達目標
C

すべて理解できる。
身につけている。

　理解できる。
身につけている。

理解できるが　　　　部
分的に身につけている。

科目名 漢方薬概論 年度 2026

Overview of Kanpo Chinese Medicine 学期 通年

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 鍼灸科 ３年次 必／選 必 時間数 30

担当教員 岡安維蓉 教員の実務経験 有 実務経験の職種 医学博士

【科目の目的】

漢方薬処方の方意を中心に解説し、処方中使用される生薬の構成を深く理解し、東洋医学治療家として臨機応変で様々な方法を自
由自在に組み合わせして施術効果を高めることを目的とする。

【科目の概要】

患者の状態を把握し、鍼灸の治療と同時に必要な漢方薬のアドバイスができる漢方薬の思想を学び、臨床ではよく使われる生薬・
方剤について学びます。代表的な処方などを紹介し、漢方薬の治療方向性を理解させる。

【到達目標】

実際に漢方薬を処方されている患者に対してその知識があれば、その薬効に相反しない鍼灸治療を選択することができる。
生薬・方剤の性質を深く理解し治療に生かしていくことが、患者に対してより良い方向性ということを理解することが必要であ
る。
漢方薬も患者に提案できる目標とする。

【授業の注意点】

授業日数の3/4以上出席しない者は定期試験を受験することはできない。講義時間に無連絡で20分以上遅刻された場合、受講はで
きるが出席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。課題は、本科の規則に従った形式で提出
する。特定の指示が有る場合を除いて、手書きでの作成を原則とする。

無い

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

学習意欲欠け、学習内容
を理解できない。

到達目標
E

医学用語のみ　　　　理
解できる

学習意欲欠け、学習内容
を理解できない。

【教科書】

漢方処方と方意（南山堂）

【参考資料】

『傷寒論』

【成績の評価方法・評価基準】

症例の確認問題をもって、授業中に学んだ知識内容の再確認：80%　　授業中の態度：10％　　出欠席状況：10％



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

3 東洋医学 病期の考え

4

科目名 漢方薬概論

2 東洋医学

漢方薬 夏に備える

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1 漢方と鍼灸 漢方薬と鍼灸との関係

2026

Overview of Kanpo Chinese Medicine 学期 通年

授業内容

東洋医学の思想

3肝陽上亢：釣藤散など

理論体系：三陰三陽と五行説

六経弁証 三陰病期・三陽病期の特徴

3各病証と処方

傷寒論とは

傷寒論 日本漢方医学における観点・根源

経絡と漢方薬

3

東洋医学 気血水とは

血虚・瘀血の特徴

血虚・瘀血病証

5

生薬・処方

年度

6 漢方薬 水毒とは

7 漢方薬 水毒に対する処方

四君子湯・六君子湯など

8 漢方薬 頭痛に対する考え

太陽病証：桂枝湯・葛根湯など

14

漢方薬 気虚に対する処方 3

3

3

3

生薬・処方

黄耆建中湯・清暑益気湯など

人参湯・補中益気湯・十全大補湯など

香蘇散・半夏厚朴湯など生薬・処方

当帰芍薬散

桂枝茯苓丸

柴胡桂枝湯・抑肝散など

帰脾湯・安中散など

生薬・処方

女性のよく使う処方

生薬・処方

生薬・処方

冷え症とは

9

10 漢方薬 気滞に対する処方

11 東洋医学 血虚・瘀血の考え

12 漢方薬 血虚・瘀血に対する処方

13 東洋医学 冷え症を学ぶ

西洋医学と異なり考え

漢方薬 冷えを改善する処方

生薬・処方

当帰芍薬散・苓姜朮甘湯など

建中湯類

六系病期において処方の選び方

3葛根湯・麻黄湯・桂枝湯・麻黄附子細辛湯など

小青竜湯・葛根湯加川芎辛夷など

加味逍遙散

気血水・臓腑と八綱分類の考えで理解冷え

冷えを予防策

ひえ・冷え症・冷えのぼせ

桂枝加朮附湯・桂枝茯苓丸など

3

3

15 漢方薬 風邪に対する処方

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

環境の冷え防止

冷え及び熱中症対策生薬・処方の提案

気虚・気滞

水毒の証

漢方薬・鍼灸の根源は東洋医学の哲学思想

3陰陽五行説・八綱の考え

熱中症対策

気血水の概論

血虚・水滞・瘀血

3

3

水分の補給

3

水腫・水氣：防已黄耆湯、八味地黄丸

3

臨床に多く見られる水毒の疾患

東洋医学において水毒の見解

水飲・水逆・水滞：五苓散など
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